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令和３年度学校定期監査結果報告書 

 

第１ 加須市監査基準に準拠している旨 

監査委員は、加須市監査基準（令和２年加須市監査委員告示第４号）に準拠して監

査を行った。 

 

第２ 監査の種類 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく定期監査 

 

第３ 監査の対象学校 

（１）不動岡小学校 

（２）三俣小学校 

（３）礼羽小学校 

（４）北川辺東小学校 

（５）原道小学校 

（６）元和小学校 

（７）昭和中学校 

（８）北川辺中学校 

 

第４ 監査の着眼点（評価項目） 

市立の小学校及び中学校の事務に関して関係法令が遵守されているか、また、備品

の管理やその他校長の権限に係る財務等に関する学校事務の執行が適正かつ効率的

に行われているかに主眼を置き、監査を実施した。 

 

第５ 監査の期間 

令和３年１２月２４日～令和４年３月１４日 

 

第６ 監査の実施内容 

令和３年度（１学期及び２学期）の学校経営状況や主要業務等に関する事務の執行

状況等について必要な資料及び関係書類の提出を求め、監査委員が各学校を訪問し、

関係職員からの説明を聴取するとともに、学校施設の現況を確認した。 

 

第７ 監査の結果 

学校経営状況や財務等に関する学校事務の執行については、おおむね適正かつ効率

的に運営されていることを確認した。 

なお、本監査における学校の状況及び主な意見は次のとおりである。 
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１ 総括的事項 

学校経営に係る事業の管理については、各学校とも、加須市人づくり宣言をはじめ

加須市人づくりプラン等を念頭に、学校規模、校風や児童・生徒、地域の実情等を把

握された上で目指すべき学校像を定め、それらの実現に向けて各種取組事項を掲げた

学校グランドデザインを明確に定めていた。 

その経営・運営に当たっては、校長のリーダーシップの下、教職員間の情報の共有

化が図られており、また、保護者や学校評議員をはじめ連携している地域の方々に対

しても、共通理解を図りながら行われている。 

なお、全体の学校経営・運営状況及び個別的事項は、次のとおりである。 

 

２ 学校経営・運営状況について 

（１）組織について 

校長・教頭を中心とした教職員の役割分担が明確に定められ、それに基づいた業

務が行われており、責任体制も確立されている。 

また、教職員の異動や新任教員の割合が高く、在校年数の短い学校もあるが、日

ごろから教職員間の情報の共有化が図られるなど組織体制の強化に取り組まれて

いる。 

さらに、コロナ禍においても、常に児童・生徒の立場を第一に考え、教職員の協

議の下、新型コロナウイルスに感染させない中で思い出に残るイベント等の実施に

可能な限り努められている。 

 

教職員の平均在校時間について、特に中学校では部活動の指導もあることから長

くなる傾向が見られた。また、年度当初は新年度の準備作業等のため、特に主幹教

諭や教頭の在校時間が長くなる傾向が見受けられた。 

今回訪問した全ての学校で、パソコンとＩＣカードを利用した教職員の在校時間

管理を行っていた。今後も適切に在校時間の管理を行うとともに、教職員の長時間

勤務の改善に向け取り組まれたい。 

また、教育委員会も、各学校から提出された勤務状況の資料等を活用し、市内全

体の勤務時間の傾向等の情報提供を行いながら、超過勤務の削減に向けた各学校へ

の指導を行うなど、働き方改革の推進に努められたい。 

 

（２）コロナ対策・欠席状況について 

コロナ対策について市教育委員会と連携を図り、また、各学校においても徹底的

にコロナ対策を実施していた。 

また、緊急事態宣言中の２学期当初は、市内全学校でオンライン授業を実施して

いた。 

なお、児童・生徒の長期欠席等の状況について、コロナ禍以前と比較して大きな
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変化は見られないが、一部では家庭の協力がなかなか得られない状況もあるとのこ

とであった。 

長期的な対応が必要となるが、家庭との信頼関係の構築及び家庭教育に努め、児

童・生徒の学校への復帰についての取組みを進められたい。 

 

（３）ＧＩＧＡスクール構想への対応について 

令和２年度３学期中に、各学校とも児童・生徒の使用する端末や普通教室への無

線ＬＡＮ工事等の利用環境の整備が終了し、令和３年度１学期からは本格稼働を始

めていた。 

タブレット端末を活用した授業研究や研修の中で、端末の効果的な活用だけでは

なく、教科書を使った既存の授業効果の見直しなどについても研究を進めていただ

きたい。 

なお、緊急事態宣言中の２学期当初は、市内全学校でＧＩＧＡスクール設備を活

用したオンライン授業を実施したことにより、教員全体の技能が向上したとの話が

聞かれた。 

今回の監査において、多くの学年で実際に授業中に使用しているところを視察で

きたが、個別端末を利用した授業の増加、家庭でのゲーム機やスマートホン等の使

用時間の増加などもあるため、学期ごとに視力検査を行うなど、児童・生徒の視力

の低下については注視していただきたい。 

※GIGAスクール構想：1人1台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、学校教育の良さと最先

端のICT技術により、子どもたちの能力を最大限に伸ばすことを目的とした取組。 

Global and Innovation Gateway for Allの頭文字をとっている。 

 

（４）地域との連携について 

学校応援団活動について、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、その活動が大幅に制限・縮小されていた。しかしながら、登下校の見守りな

ど児童・生徒の安全を確保する取組については引き続き全学校で行われていたほか、

可能な範囲で体験授業等についても実施をしていた。 

各学校とも新型コロナウイルスの影響により、学校応援団の方々と児童・生徒が

触れ合う機会が大幅に減少し、従来とは異なる状況が続いていた。 

なお、今のところ活動に大きな支障はないようだが、学校応援団等の高齢化等に

より登録人数が減少している学校も見られることから、新たな人材の発掘が望まれ

るところである。 

※学校応援団：学校における学習活動、安心・安全確保、環境整備などについてボランティアとして協力・支

援を行う保護者・地域住民による活動組織のことで、平成１７年度から埼玉県教育委員会が取

り組み始め、平成２８年度には埼玉県内全ての小・中学校で学校応援団が設置されている。 
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（５）災害時の対応及び防災対策について 

各学校とも災害別の危機管理マニュアルを整備し、様々な災害や不審者を想定し

た避難訓練が実施されている。今後も、災害時等に児童・生徒の命を守るため、継

続的に工夫のある取組を実践されたい。 

 

（６）予算執行状況(歳出)について 

配当された学校管理費については、令和３年１２月末時点で５０％から８０％の

執行率であった。原因として、新型コロナウイルスの影響から一部の物品等の納入

が遅れているものもあるとのことであった。 

また、新型コロナウイルス対策の補正予算関係では、アルコール消毒液やマスク

の購入のほか、密を避けるための備品類の購入も行い、学校現場で大いに活用され

ており、その執行率は概ね９０％以上であった。 

なお、各校とも１月の訪問時点では３学期中に予算執行の予定がほぼ決定してい

るとのことであったが、計画的な執行に努められたい。 

 

（７）その他学校経営において参考となる事項について 

ほとんどの学校において、雨漏りをしている箇所が見受けられ、比較的新しい校

舎でも雨漏りが発生する場合があるとのことであった。 

現在は大きな雨漏りにはなっていないが、時間の経過とともに、より大規模な修

繕が必要となる場合もあるので、学校と教育委員会でよく確認・協議をし、適切な

施設の維持管理に努められたい。 

 

３ 各学校の個別的事項について 

不動岡小学校  児童数２３２人（学級数７学級+特別支援学級数２学級） 

（１）学校概要等 

・児童数は２３２人で、６年生以外は１学級となっている。 

・１学級に３９人となっている教室もあり、多少密状態となっている。 

・令和４年度に大規模改修を実施予定となっている。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席者は０人である。 

・５年生と６年生に各１人の欠席日数が多めの児童がいるが、児童・保護者に対して

連絡を密にとり、連携して状況の改善を図っている。 

・コロナ感染不安による欠席者は無い。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・情報主任を中心に、授業での活用例についての情報提供を行うなど、全教職員を対
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象とした研修を実施している。 

・月２回のＩＣＴ支援員による授業サポートや教職員研修により、活用方法の幅を広

げるよう取り組んでいる。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長が６人おり、その選出は各区長となっている。 

 また、学校応援団は１１５人となっている。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度から従来通りの活動が実施できて

いないが、登校時の見守りに加え、一部の体験活動などの実施をしていた。 

・下校時の安心安全見守りが少し弱い状況となっていることから、地域へのお知らせ

等を実施している。 

 

（５）災害時の対応等について 

・年３回の避難訓練を幼稚園と合同で実施したが、引き渡し訓練はオンライン授業実

施期間のため実施できなかった。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算については計画的に執行している。 

・学校図書について古いものや利用頻度の著しく低い図書の廃棄を進め、図書の更新

を行っている。 

 

 

三俣小学校  児童数５６２人（学級数１８学級+特別支援学級数３学級） 

（１）学校概要等 

・加須市内で２番目の規模の小学校で、児童数は５６２人となっている。 

・全学年各３学級となっているが、３年生は３５人学級を１年前倒しで弾力的に実施

していることから、教員数に余裕がない状態ではある。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席児童は６人（不登校２人、病気１人、その他３人）となっているが、担任

等による定期的な連絡や家庭訪問等により、学校と児童・保護者の関係が切れるこ

となく支援を行っている。 

・コロナ感染不安による欠席者は４人（一時的に欠席）であった。 

・緊急事態宣言中は時差日程を導入して、学年によって休み時間をずらし、休み時間

の密を防いでいた。 
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（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・９月にオンライン授業を１０日間行ったが、最後の方では家庭での協力や子どもた

ちの集中が続かないなどの課題も出てきたことで、対面での授業の必要性を再確認

した。 

・学期が進むにつれ、学習指導における端末使用率の向上が見られた。 

・始業式等での感染予防のため全校生徒が集まれない状況でも、声だけでなく、映像

付きのオンライン配信をすることができるようになった。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長６人、学校応援団８４人となっている。 

・コロナ禍でも可能な限り会議等を実施することで、情報共有や共通理解を図ってい

る。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動に制限はあるが、農業体験、生活学

習支援、体験活動支援や花壇等の環境整備に協力してもらっている。 

 また、通年で登校時の見守りを実施しているほか、下校時についても火曜日と木曜

日に１学年を対象に実施している。 

・高齢化により、新規募集による学校応援団の入れ替えが課題となってきている。 

 

（５）災害時の対応等について 

・各種訓練を実施しているが、コロナ禍の状況もあり全校児童が集まることが困難な

ため、訓練の実施が難しい状況である。 

・引き渡し訓練については、校内でのコロナウイルス感染状況から実施できなかった。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算について、概ね計画的に執行している。 

 

 

礼羽小学校  児童数２８１人（学級数１１学級+特別支援学級数４学級） 

（１）学校概要等 

・児童数は２８１人で、３年生以外は２学級となっている。 

・大規模改修について、令和４年度に設計、令和５年度に改修工事の予定となってい

るが、教室数不足が想定される小学校があるようなので、順番が変わる可能性があ

る。 

・水道管の老朽化から消毒用の塩素残留量が少なくなる場所や、濁り水が出る場所が

ある。 

 

 



 

- 7 - 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席児童は６人（不登校２人、病気３人、その他１人）となっているが、生徒

指導委員会の実施により、対象児童に応じた適切な対応の検討が行われている。 

 また、外部機関との連携により、登校状況の改善が図られている。 

・保育園や中学校等の兄弟関係で、弟に発熱があっても兄は学校に来てしまう等、対

応に差が出る状況があった。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・運動会では、学校全体を２グループに分けて２時間ずつ競技を実施したが、競技を

実施していないグループも、教室からオンライン応援を行った。 

・端末を使用した書き込みで、生徒指導的な案件も発生したが、すぐに発見して全体

的な注意喚起を行い対応した。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長は６人で、各区から選出されている。 

 また、学校応援団は５８人となっている。 

・コロナ禍においても、実施方法等を工夫することで、昔の遊び体験、町探検、うど

ん店訪問・うどんうち体験、大豆栽培や米作り体験など、例年以上の効果を期待で

きる活動をすることができた。 

・関係者の高齢化により新規関係者の開拓が課題となっている。 

 

（５）災害時の対応等について 

・各種訓練を実施している。 

・１月には、刃物を持った男がいるとの不審者情報があった際に、実際に引き渡しを

行ったことにより、課題も発見することができた。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算について、概ね計画的に執行している。 

・老朽化による蛍光灯器具の不具合が増え、その修繕も増えている。 

 

 

北川辺東小学校  児童数１８８人（学級数６学級+特別支援学級数２学級） 

（１）学校概要等 

・児童数は１８８人で、全学年１学級となっている。 

・林間学校では、日光に行ったあと渡良瀬川の上流にある足尾銅山に行き植樹を行っ

ている。 
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（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席児童は６人となっているが、定期的な家庭訪問により、職員との信頼関係

を築くなど、長期的な視野で取り組んでいる。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・全学年各学級１日１回以上の端末活用を実施している。 

・１１月には北埼玉算数科研究発表会を行い、先生も児童も端末の使用に慣れている

との評価をもらっている。 

・学校全体で一人一研究授業の実践を行っている。 

・ノートと端末の使い分けや、端末使用時における学習理解度の確認が課題となって

いる。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長３人、学校応援団５１人となっている。 

・コロナ禍で感染状況を見極めながら活動を実施している。 

・例年地域の方に学校農園で作った野菜の入った豚汁や野菜等を販売している「どん

ぐり祭り」は実施できなかった。 

 

（５）災害時の対応等について 

・各種訓練を実施している。 

・大きな河川に囲まれている場所なので、台風前の早い時期に引き渡し訓練を行って

いる。 

・県外在住の職員が多いため、勤務時間外における駆け付け体制づくりに課題がある。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算について、概ね計画的に執行している。 

・灯油の予算が大幅に削減されているため、体育館等でのストーブ利用を減らしてい

る状況。 

・職員のＤＩＹ研修として、なわとび練習台を作成した。 

 

 

原道小学校  児童数１３４人（学級数６学級+特別支援学級数１学級） 

（１）学校概要等 

・児童数は１３４人で、全学年１学級となっている。 

・団地や施設から通っている児童も多いため、純粋な地域の児童数は１００人程度と

なっている。 

・創立１５０周年になるが、コロナ禍のため大きな事業はできないので、小さなもの
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を行う予定。 

・本格的なＩＣカードによる出退勤管理は今年度から導入した。 

・校長から教職員に、なるべく朝は７時３０分以降に出勤するように指導している。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・感染症対策の徹底により、新型コロナウイルスや他の感染症罹患者が、例年よりも

減少している。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・全学年でほぼ毎日端末を使用している。 

・オンライン授業の際に、一人で家にいられない児童は学校に来て授業を受けていた。 

・学期ごとの視力検査から、視力の低下傾向はみられるが、家でゲームやスマートホ

ン等の使用もあるので、学校での端末使用だけが原因とはわからない状況である。 

・オンラインで授業を実施するときの、授業準備時間の確保と児童の学習時の理解度

を確認することが課題である。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長１人、学校応援団４５人となっている。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動が制限されていることから、登校の

見守りと環境整備しかできていない。 

 

（５）災害時の対応等について 

・水害の避難訓練と防災について、消防団員から指導・訓練を実施している。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算については計画的に執行している。 

・教室の床がカーペットのため、掃除機を用意しているが、維持管理については課題

になっている。 

・体育館の雨漏りについて教育総務課に相談しながら対応をしている。 

 

 

元和小学校  児童数２１４人（学級数９学級+特別支援学級数１学級） 

（１）学校概要等 

・児童数は２１４人で、１年生から３年生は２学級となっている。 

 来年度以降も、新入学児童数の予想では２学級編成が見込まれるため、令和６年度

には教室数が不足する見込みである。 

・現在、年間２０人程度の総児童数が増えているのは、市内でも元和小学校くらいで
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ある。 

・通学路の見直し・整備を進めている。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席児童は２人（不登校１人、国外長期滞在１人）となっているが、保護者と

の教育相談の実施や、関係機関との連携推進を図りながら対応を行っている。 

・コロナ感染不安による欠席者は無い。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・端末に導入されているベネッセのミライシードとグーグルクラスルームを使用し、

画面の共有をするなどして、それぞれの意見を発表等しながら授業を行っている。 

・端末故障時の対応としては、端末製造会社のサポートセンターに連絡して対応をし

てもらい、修理が終わると市教委で各種設定をした後で学校に戻ってくる体制であ

る。 

 

（４）地域との連携について 

・ふれあい推進長４人、学校応援団３１人となっている。 

・コロナ禍のため活動が制限されることから、除草作業、樹木の剪定、花苗植え程度

の実施となっている。 

 

（５）災害時の対応等について 

・各種訓練を実施している。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当された予算については計画的に執行している。 

 

 

昭和中学校 生徒数６４１人（学級数１８学級+特別支援学級数３学級） 

（１）学校概要等 

・生徒数は６４１人で、市内で一番規模の大きい中学校であり、全学年６学級となっ

ている。 

・学校だよりを毎月発行するほか、臨時号を随時発行している。 

 また、ほぼ毎日ホームページにその日の活動状況を発信している。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席者は４０人（不登校２４人、病気１３人、その他３人）である。 

・体調不良による保健室の利用も増えている。 
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 体調不良との申し出があった場合、コロナ禍により早目に帰宅させる対応をしてい

ることもあり、心身の耐性が弱くなってきている傾向が見られる。 

・個別に支援を要する生徒が多くなっており、関係機関との連携・強化が欠かせなく

なっている。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・一人一端末の活用に向けた教職員の校内研修を計画的に実施している。 

・従来のアンケートや配布物をデジタル化に移行している。アンケートについては回

収率が高くなっている。 

・９月に実施したオンライン授業では、学年ごとに一斉授業を実施し、約２００人が

同時に同じ授業を受けた。 

・端末を使用することでできることも増えているが、反対に書く学習が少なくなって

いる。 

 

（４）地域との連携について 

・小学校と違い学校応援団は少なく、部活動の指導者等で１０名程度となっている。 

・地域貢献として清掃活動を実施している。 

 しかし、コロナ禍で地域行事が中止となっているため、タイアップ活動（夏祭り後

のダストバスターズ等）ができなかった。 

 

（５）災害時の対応等について 

 ・コロナ禍により、防災訓練が中止となったが、防災倉庫の備品の確認・点検を行っ

た。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当予算については計画的に執行している。 

・ＩＣＴ関連の備品（デジタル教科書）について、各学校単位での購入では学校間で

の差が出てしまう可能性がある。 

 

 

北川辺中学校  生徒数２１０人（学級数６学級+特別支援学級数２学級） 

（１）学校概要等 

・生徒数は２１０人で各学年２クラスの比較的小規模校となっている。 

 生徒数が少ないと、人付き合いが固定しがちになる面がある。 

 

（２）コロナ禍における欠席状況等及び対応について 

・長期欠席者は１５人であるが、教育相談委員会にさわやか相談員やスクールカウン
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セラーも出席し、担任と連携した面談や家庭訪問、保護者との面談を行い、生徒の

登校や学校生活の改善が図られている。 

・新型コロナウイルス感染不安による欠席は３人（一時的に欠席）であった。 

 

（３）ＧＩＧＡスクールの運用状況について 

・一人一端末の活用に向けた教職員の校内研修を計画的に実施している。 

・全校朝会や始業式等を、タブレット端末を使ってオンラインで実施している。 

・９月に実施したオンライン授業で、全教員が経験しているため、必要に応じてオン

ライン授業への対応が可能となっている。 

 

（４）地域との連携について 

・学校評議員に地元企業の社長を入れたことで、新たな視点での意見や案を出しても

らっている。 

・除草作業などをＰＴＡの他に、地域の有志の方に協力してもらっている。 

 

（５）災害時の対応等について 

 ・コロナ禍により、防災訓練が中止となったが、防災倉庫の備品の確認・点検を行っ

た。 

 

（６）予算執行状況について 

・配当予算については計画的に執行している。 

・新型コロナウイルス関連予算により、空気清浄機などの備品を購入している。 

・校庭が広く高木も多くあることから、危険がないかの確認をしながら適切な管理に

努められたい。 

・校内設備の老朽化で使用できない機器もあるが、なかなか修理ができない状況にな

っている。 

・音楽室の床カーペットが老朽化により擦り切れている。 

・生徒玄関の屋根部分の表面タイルが大きく破損していて、防水機能が損なわれる恐

れがあるため、教育委員会と協議をして適切な施設の維持管理に努められたい。 

 

 


